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新村 巌*・宮地和幸料 ・野昌宏、秀料*. 糸野洋先生の御逝去を悼む

Iwao SHINMURA*， Kazuyuki MIYA]l*ヘ TadahideNOROごi非主 :

Hirosi IToNo (1943-1987) 

鹿児島大学理学部教授，水産学博士・理学隠士，糸

野洋先生は!昭和62年 5月17日ICIJ利減r&iのため，43才の

若さで御逝去されました。先生は同年2月頃体調の不

調を訴えて訪ねた鹿児島市立病院でJj事j刷出iと診断さ

れ，即鹿児島大学医学部付属病院に入院し療養を続け

ましたが，病巣のïl~移は予処!以とに早く， {必か 3カ)J 

後には不先jの人となりました。先生は病室ICタイ プラ

イターを持ち込んで，論文執筆を続けるのみならず，

内定を受けた文部省科研授の申諮書を夫人に口述筆記

してもらい，さらには学生を病院に"'F-んで卒業研究の

指導IC当たるなど，最後まで研究と教育にその情熱を

注がれました。

先生は昭和18年 7月15日， 広島県梅田町lζ生まれ，

昭和41年鹿児島大学水産学部漁業学科別勉学専攻を卒

業後，ひき続き水産専攻科lζ進学され，昭和43年 4月

に修了しました。 そして，同年 12月から同大学助手

(水産学部) として勤められ， 昭和521，:1三 5)~ IC同大学

理学部生物学科の創設と同Hおζ理学部講r:mとして転任

され，昭和1551:1::4月助教授を経て，1間約161年 4月教授

に就任されました。その|国， 1悶和55年lζ6カ月ほどタ

イ国カセサー卜大学へ日本学術振興会より在外研究日

として派遣されました。

先生は水産学部"与代に鹿児島大学名誉教授問中 剛

先生のもとで，南西諸島の海藻のフローラを調べる ζ

とに従事し，特lζ組務類イキ‘ス科の植物lζ興味を持た

れて，その分類学的研究iζ 没頭されました。 その結

果，昭和151年 3月「南日本産紅泌発刊ギス科の分類学

的研究」という題で，北海道大学から水産学博士の学

位を授与されました。その成果は 500頁lζ も及ぶ単行

木にまとめられ，凶独より出版されました。乙の本は

このグループの分類学的研究にはなくてはならない文

献となり，最近のイギス科に関係する論文lζは必ず引

用されています。理学部lζ移られてからは今までの紅

務類のイギス科の研究の他lζ，新たに紅務類スギノリ

目のうちあまり知られていない幾つかの科の雌の生殖

探官lζ興味を持たれて，その研究Iζ専心されました。

その成架は「あまり知られていないスギノリ自に属す

るいくつかの科の雌性生殖器官の形態とその分類学的

関係」という論文となり，昭和59年 3月に北海道大学

からJHl学博士の学位を与えられました。先生の分類学

的興味は紅淡にとどまらず，緑泌，褐藻についても幅

広く研究され， 20年余の研究生活の閥lζ 5新腐と36新

種を創設しました。

筆者の一人である ，宮地は糸野先生が助手になられ

た当初から教えを受けた一人であるが，その頃の先生

は処女論文を発表し，1庄盛lζ研究意欲iζ燃えていた頃

でした。当H寺，先生は「採集は出来るだけ沢山採るこ

と。そ して，スケッチは出来るだけ大きく書く乙と。J

と問中先生iζ言われたといって，それこそ畳 l畳ほど

の大きさに設かれたフタツガサネやリュウノ タマなど

のスケッチが積み重ねられていました。その当時の植

物研究室は年IC31)'[1，必ず鹿児島大学水産学部の練習

船南星丸を使って、レ ッジ採集に奄美大島や種子島

の付属品である馬毛応，その他の島々に調査に行った

ものです。調査地点ではドレッジ採集のみならず，先

生はスクーパ潜水でも採集されていました。その様な

中で， エツキヒビロウ ト(Cibsmilhia sp. )は奄美大島，

竜郷湾での停泊中lζスク ーパ潜水で 35mの所から採

集されたものです。

先生は特lζ南西諸島IC多くの足跡を残しておられ，
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北はトカラ列島から南は与那国島までくまなく採集調

査されています。さらに日本だけでなく，台湾，グア

ム，タイ，フィジーでも精力的な採集を行ってきまし

た。採集iζは海外lζ何回も足を運んでいる先生でした

が，とうとう先生は本格的iζ欧米の国iζ留学し，研究

するととなく亡くなられました。唯，昭和52年8月米

国サンタパーパラで開催された第9回国際海藻シンポ

ジュウムに出席され，Actinotrichiaの新種について発

表されています。

先生の研究態度は常に厳しく，特に学生があやふや

な乙とを言ったり，書いたりすると「よくみて調べて

から言いなさい」とよく注意されたものです。 3，4 

年前までは朝4時頃I乙教室lζ入られ，日中の授業のあ

い聞も惜しまれ，夜更けまで検鏡とスケッチIC余念が

なかったそうです。

先生が乙れからも紅藻類の進化や系統だけでなく，

藻類の分類学lζ対して，さらに多大な貢献をされるも

のと期待されていただけに，まととに残念でなりませ

ん。昭和61年植物学会鹿児島大会の折り，お合いした

方々もこれほど早くなくなられるとは誰一人として信

じられなかったことと思います。

終わりに先生の御業績を紹介し，心から御冥福をお

祈り申し上げます。

(*892鹿児島市錦江町11-40 鹿児島水産裁験場，

**274千葉県船橋市三山2-2-1 東邦大学理学部，

***890鹿児島市下荒田4-50-20鹿児島大学水産学部)
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